
3	 よしかわ議会だより

全
員
協
議
会
開
催

・
第
５
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画

の
策
定
経
過
に
つ
い
て

行
政
視
察
に
来
庁

●
７
月
27
日
（
火
）

・
八
潮
市
議
会　

２
人

・
図
書
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

●
８
月
17
日
（
火
）

・
宮
代
町
議
会

・
民
主
の
会
・
み
ん
な
の
会

　

４
人

・
図
書
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
第
４
区

議
長
会
（
構
成
：
埼
玉
県
東
南
部

11
市
、
会
長
＝
吉
川
市
議
会
議
長
）

に
よ
る
議
員
研
修
会
が
７
月
28
日

に
吉
川
市
中
央
公
民
館
に
て
開
催

さ
れ
、
吉
川
市
か
ら
は
20
人
全
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部　

牛
山
久
仁
彦
教
授
に
よ
る
講
演

「
地
方
議
会
の
役
割
と
課
題
」

―
地
域
主
権
改
革
で
求
め
ら
れ

る
議
会
の
か
た
ち
―

●
南
部
正
副
議
長
会
（
構
成
：
三

郷
市
・
八
潮
市
・
松
伏
町
・
吉
川

市
）
に
よ
る
議
員
研
修
会
が
10
月

５
日
松
伏
町
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ

ー
ラ
に
て
開
催
さ
れ
、
吉
川
市
か

ら
は
15
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

（
株
）
桝
一
市
村
酒
造
場　

代
表

取
締
役　

セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ

ン
グ
ス
氏
に
よ
る
講
演

「
地
域
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」

議
員
提
出
議
案

意

　
　見

　
　書

　

今
定
例
会
で
は
次
の
３
件
を
可

決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
提
出

し
ま
し
た
。
（
一
部
抜
粋
）

21
世
紀
型
の
公
共
投
資
の

推
進
に
よ
る
景
気
対
策
を

求
め
る
意
見
書

　

地
方
の
雇
用
拡
充
と
内
需
振
興

を
図
る
景
気
対
策
の
た
め
に
、
真

に
必
要
と
さ
れ
る
以
下
の
よ
う
な

21
世
紀
型
の
公
共
投
資
に
つ
い
て
、

予
算
確
保
と
執
行
を
強
く
求
め
ま

す
。

１　

学
校
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
雇

用
の
拡
充
と
地
方
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
。

２　

太
陽
光
発
電
の
設
置
や
、
介

護
施
設
の
拡
充
と
い
っ
た
21
世

紀
型
の
公
共
投
資
を
着
実
に
促

進
し
、
内
需
の
振
興
を
図
る
こ

と
。

３　

老
朽
化
し
た
施
設
の
計
画
的

な
更
新
・
大
規
模
修
繕
を
積
極

的
に
推
進
し
、
地
域
生
活
の
安

全
と
地
域
振
興
に
取
り
組
む
こ

と
。

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な

基
盤
整
備
を
求
め
る
意
見
書

１　

平
成
37
年
（
2
0
2
5
年
）

ま
で
に
『
介
護
施
設
の
待
機
者

解
消
』
を
目
指
す
。
そ
の
た
め

に
、
介
護
３
施
設
お
よ
び
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
特
定
施
設

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
大
幅
に

増
設
す
る
。

２　

在
宅
介
護
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
に
、
24
時
間
3
6
5

日
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
大
幅

な
拡
充
を
行
う
ほ
か
、
家
族
介

護
が
休
息
を
と
れ
る
よ
う
「
レ

ス
パ
イ
ト
（
休
息
）
事
業
」
も

大
幅
に
拡
大
す
る
。

３　

介
護
現
場
の
意
見
を
生
か
し
、

煩
雑
な
事
務
処
理
の
仕
分
け
を

行
い
、
手
続
き
な
ら
び
に
要
介

護
認
定
審
査
を
簡
素
化
し
、
す

ぐ
に
使
え
る
制
度
に
転
換
す
る
。

４　

介
護
従
事
者
の
大
幅
給
与
ア

ッ
プ
な
ど
の
待
遇
改
善
に
つ
な

が
る
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を

行
う
。

５　

介
護
保
険
料
の
上
限
が
高
く

な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
抑
制
す

る
た
め
、
公
費
負
担
割
合
を
引

き
上
げ
る
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入
の

た
め
の
民
法
改
正
に

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

　

家
族
・
家
庭
の
維
持
よ
り
個
人

の
利
便
が
優
先
す
る
自
己
中
心
的

な
社
会
と
な
れ
ば
、
祖
先
よ
り
子

孫
へ
と
い
う
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
精
神
的
伝
統
は
断
絶
し
、
高

齢
者
の
介
護
や
親
族
間
の
扶
養
義

務
の
思
い
も
薄
ま
り
、
自
分
さ
え

よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
空
気
が
蔓

延
し
、
民
族
の
伝
統
文
化
は
急
速

に
変
質
す
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま

す
。

　

日
本
の
よ
き
「
和
」
の
文
化
、

み
ん
な
で
支
え
あ
う
意
識
を
守
り
、

国
・
地
域
の
繁
栄
と
平
和
な
生
活

と
共
栄
を
願
う
立
場
か
ら
、
国
に

お
い
て
は
「
夫
婦
・
親
子
同
姓
」

制
を
堅
持
す
る
た
め
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
導
入
の
た
め
の
民
法
改
正

に
お
い
て
は
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

昭和43年建設の市役所

一般会計補正予算（第１号）

 主な事業  歳入歳出15億2,416万1千円

●学校施設整備事業（小学校）	 69,945千円

●学校施設整備事業（中学校）	 12,842千円

●学童保育事業	 30,906千円

●道路維持補修事業	 30,549千円
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